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○しっかりかんがえ ○おもいやりのある ○みんななかよし 潮見っ子  

【 ３年生での思い出・これからがんばりたいこと 】 
３年 ○○ ○○ さん 

わたしの３年生での思い出は二つあります。 

一つ目は、社会科見学についてです。初めて鮮鼓堂へ

見学に行きました。行きも帰りもものすごい大雨で大変

でした。鮮鼓堂では、スケトウダラというアメリカでと

れる魚を使って明太子を作っています。作る時の色々な

工夫が分かりました。楽しかったです。 

二つ目は、潮見っ子フェスティバルについてです。私

たち３年生は初めてお店を出しました。お化け屋敷を作

るために、部屋を真っ暗にすることについても時間がか

かりましたが、当日はたくさんの人に楽しんでもらえて

うれしかったです。 

４年生では、特に二つのことをがんばりたいです。 

まずは、運動です。私は運動が苦手ですが、自分から

どんな運動にもチャレンジして体を動かすことが好き

になりたいです。去年の運動会では、徒競走が３位だっ

たので、２位以上を目指します。３・４年生でおどるダ

ンスも今年よりも美しくおどれるようにしたいです。 

もう一つは、音楽発表会です。今年の発表会はインフ

ルエンザにかかってしまい、出られませんでした。なの

で、来年度は必ず出て、アルカスさせぼの大ホールで、

きれいな歌声をひびかせ 

られるようにしたいです。 

どの行事も３・４年生 

が協力することが多くな 

るので３年生のお手本と 

なれるようがんばります。 

令和５年度が終わります！ 当たり前の日常が戻ってきた１年でした。  

早いですね。令和５年度が終わります。子供たちにとって、どんな１年間だったのでしょうか。３年続いたウ

イズコロナも、少しずつですが当たり前の日常・学校生活が戻ってきました。３年間を経験したからこそ、今、

日常が当たり前ではなく、その有難みが実感できているのではないでしょうか。５月にコロナウイルス感染症が

５類に移行されてからすぐに行った運動会、マスクを外し、みんなで声を揃えて応援合戦やソーラン節ができる

喜びを感じました。そこからの十か月、普段の登下校や授業、給食や掃除はもちろんのこと、２学期には、六年

生が企画した全校かくれんぼや、全校児童で楽しんだ潮見っ子フェスティバル、３学期もありがとう集会など、

みんなで集まり、集会が普通にできることがこんなにありがたく、みんなを笑顔にすることを、改めて実感した

１年間となりました。いろいろな意味で慌ただしかった１年。様々な活動でのご協力ありがとうございました。 

さて、この日の最後は離任式。１８日にプリントでお 

知らせしましたが（追加がありプリントを再配布してい 

ます。）４名の方が潮見小を去られます。出会いがあれ 

ば必ず別れがあります。必然と分かっていながら、いざ 

その時になると寂しいものです。子供がいるから学校が 

あり、学校があるから教師（職員）が必要となってきま 

す。そして、新たな出会いがある…。待っている子供た 

ちのため、新天地で頑張ってほしいものです。 

【これからの自分】  ４年 ○○ ○○ さん 

今までの自分は、思いやりとはどういう行動かよく

分かっていませんでした。しかし、先生から道徳の授

業で、思いやりとは何かを教えてもらったときに、思

いやりとは相手がしてほしいことを考えて、自分から

その行動をすることだとわかりました。実さいに友だ

ちが思いやりの行動をしてくれたときに、とてもうれ

しかったので、思いやりは、してもらった人も、して

あげた人も気持ちがよくなるとわかりました。だか

ら、ぼくは、もっと思いやりのある行動をたくさんし

ようと思いました。 

また、今までの自分は、ゆずり合いをあまりしてい

なかったけれど、先生からゆずり合いのことについて

教えてもらったり、さんぽ当てというゆずり合いのゲ

ームを教えてもらったりして、ゆずり合いを前よりた

くさんしようと思うようになりました。 

しかし、自分にはまだ、集団の活動で自分だけ活動

がおくれたり、自分だけだと家の勉強が始められなか

ったりなど、先生や家族から言われないと行動できな

いという足りないところがあります。だから、言われ

なくても、今何をすればいいかを考えてから行動し、

みんなよりもすばやく動くことのできる自分になり

ます。そのために、これからはみんなよりも先に行動

したり、自分の係の仕事を進んでやったりして、学級

の仕事をリードできるようがんばっていきたいと思

いました。４月から高学年になります。これからの自

分を一言で表すと「下級生にやさしくして潮見小に貢

献する人になりたい。」と考えています。なぜなら、

前の６年生も下級生にやさしくして貢献してくれた

からです。そして、思 

いやり・ゆずり合いを 

もっとたくさんして、 

言われなくてもすばや 

く行動する自分になり 

ます。がんばります。 

期待してください。 

令和６年３月２２日 

校長 惣田 正宏 
ホームページ 

【最終号】 


